
～交通円滑化対策の取り組み～
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継続的な改善の取り組み

■熊野大花火大会交通円滑化協議会メンバー（18団体） ※順不同
熊 野 市 ， 尾 鷲 市 ， 熊 野 警 察 署 ， 尾 鷲 警 察 署 ， 熊 野 市 観 光 協 会 ， 尾 鷲 市 観 光 物 産 協 会 ， 三 重 県 紀 南 地 域 活 性 化 局
三 重 県 熊 野 建 設 事 務 所 ， 三 重 県 尾 鷲 建 設 事 務 所 ， 国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局 紀 勢 国 道 事 務 所 ・ 熊 野 維 持 出 張 所
中日本高速道路（株）名古屋支社津保全・サービスセンター，東海旅客鉄道（株）熊野市駅，三重交通（株）南紀営業所
熊野市消防本部，三重紀北消防組合，熊野商工会議所，尾鷲商工会議所

熊野大花火大会交通円滑化協議会では、年間を通したPDCAサイクルを実施することにより、さらなる来場環境の向上に
取り組んでいます。

平成 ２９年２月
熊野大花火大会交通円滑化協議会

協議会開催
(改善案の提案)

協議会開催
（対策決定）

詳細検討・調整 効果検証
改善案の検討

関係機関協議花⽕⼤会対策案の検討

４～５月 ６月 ７～８月 ８月１７日 ８～１１月 １２月 １～３月

くまの郷土物産展

天蓋付き休憩所

早めに来場された方が、到着後の時間を快適・有意義に過ごして
いただけるよう、イベントの充実や休憩所の増設を行っています。

地理的条件から、会場周辺では駐車場を増やすことは難しく、鉄道も単線のため増発が困難なことから、マイカーから
ツアーバスへの転換を推奨しており、利用促進ポスターの作成や公式ホームページ上でメリット等をＰＲし、ツアーバスの
利用促進を図っています。

紀北ＰＡ

■様々な広報媒体を活用し、マイカーからツアーバスへの転換を促進

■地域との連携により来場後の過ごし方を有意義に

コンシェルジュによる情報提供

■ツアーバスのメリットをＰＲするWEBページ■ツアーバス利用促進ポスター

■平成26年の状況 ■平成27年の状況

荷さばき車両が車道に
はみ出し通行阻害が発生

会場周辺の国道42号は、荷さばき車両が車道へはみ出すことによる通行阻害が発生しており、場所と時間帯を限定
した荷さばきスペースを設置しています。

■荷さばきスペースを設置し、国道42号の通行阻害を緩和

至 名古屋至 名古屋

駐停車禁止スペース 荷さばきスペース

案内看板

熊野大花火大会
交通円滑化協議会
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来場途中のＰＡや道の駅に案内スポットを
設置し、交通状況や会場周辺の交通規制等に
ついて情報提供を行っています。

■ＰＡや道の駅での交通情報等の提供

荷さばきスペースの設置に
より通行阻害が改善

熊野大花火大会写真コンテスト
平成28年 大賞 三尺玉海上自爆部門 「獅子岩の夏」

熊野大泊IC交差点
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国道42号通行乗用車 熊野尾鷲道路通行バス

出典：紀勢国道事務所調査結果

国道42号を通行した一般車の
所要時間は最大約100分

熊野大花火大会とは・・・
『熊野大花火大会』は、三重県熊野市の七里

御浜で毎年8月17日に開催され、三尺玉海上自爆

や世界遺産鬼ヶ城から打ち上げられる大迫力の

花火を一目見よ うと、例年、県内外から人口

2万人弱の熊野市に15万人を超える観客が訪れる

東紀州地域最大のイベントです。

花火大会会場への名古屋方面からの主なアクセス
ルートは国道42号1本のみであり、毎年、渋滞が発生して
おり、平成25年の花火大会時には会場を起点に最大
約26km、通過に最大約5時間を要する大渋滞が発生し、
花火開始時間になってもツアーバスが到着できない
など、地域の大きな交通課題となっていました。

■深 刻 な 渋 滞・・・

交通円滑化対策の必要性

出典：熊野市提供資料

交通課題の解消に向けて、熊野尾鷲道路開通前の平成25年2月に関係機関で組織する『熊野大花火大会交通円滑化
協議会』を設立し、これまで様々な交通円滑化対策に取り組んでいます。

その結果、渋滞が大幅に削減されるとともに、来場時の定時性が大幅に向上しています。

実施した交通円滑化対策とその効果

 ダブルネットワークを活用した整流・分散化対策

 会場周辺における交通規制の見直し

 駐車場と会場を結ぶシャトルバスの降車場所の変更

 荷さばきスペースの設置

 ツアーバス利用促進のための広報

 イベントの充実や休憩所の増設

 渋滞状況や駐車場満空情報の提供

 早めのマイカー来場者に対するクーポン券の配布

■これまでに実施した主な交通円滑化対策

交通円滑化対策の具体的な取り組み例

花火大会当日、熊野尾鷲道路（下り）の通行規制を実施し、大型車であるバスは熊野尾鷲道路を、一般車は国道42号を通行
していただき、交通の整流・分散化を行うことにより、渋滞が大幅に削減されるとともに、定時性が大幅に向上しています。

また、平成28年には公共性の高いタクシーと身体障がい者乗車車両まで通行対象車両を拡大し、交通弱者にもやさしい花火
大会を目指しています。

■ダブルネットワークを活用した整流・分散化

■尾鷲南IC→熊野大泊IC間の所要時間（平成28年）

専用ルートを通行した
バスの所要時間は約20分

開

通

前

開

通

後

■道路ネットワークの変化に伴う課題

平成25年9月に無料の高速道路である熊野尾鷲道路が熊野市
の入口にあたる熊野大泊ＩＣまで開通したことにより、国道42号
とのダブルネットワークが実現し、来場環境は大幅に向上
したものの、会場周辺の道路状況に変化が無いため、無対策の
場合、熊野大泊ＩＣで国道と高速道路が合流することによる渋滞
の悪化や、トンネルが約7割を占める高速道路上での渋滞に伴う
安全性など、様々な課題が懸念されました。

花火大会
会場

至 名古屋

■観客数と国道42号(下り) の最大渋滞長

熊野尾鷲道路バスのみ通行可

タクシー

障がい者
乗⾞⾞両

熊
野
尾
鷲
道
路

紀
勢
自
動
車
道

三重県
東紀州地域

15 16 17 18 20

17
7

14

9

16
19

26 26

8

1

9

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0

5

10

15

20

25

30

35

H21年

月曜日

H22年

火曜日

H23年

水曜日

H24年

金曜日

H25年

土曜日

H26年

日曜日

H27年

火曜日

H28年

水曜日

観
客
数
（
万
人
）

最
大
渋
滞
長
（km

）

観客数（万人)

最大渋滞長（km）

※平成27年は大雨と高波のため延期
出典：観客数：主催者発表資料、渋滞長：紀勢国道事務所調査結果

交通円滑化対策実施

H25.9 熊野尾鷲道路開通

海岸を埋め尽くす観客

花火大会会場

至 和歌山

⼀般⾞ バス

国道42号利用
熊野尾鷲道路

利用

花火大会会場

至 名古屋

至 和歌山

至 和歌山

花火大会会場

至 名古屋

熊野市

尾鷲市

出典：紀勢国道事務所調査結果

尾鷲南ＩＣ

三木里ＩＣ

■平成25年の渋滞状況

約26km渋滞
通過に約5時間

国道４２号 花火大会会場付近

国道42号 熊野市飛鳥町

至 和歌山

国道42号 熊野市大泊町

※地図は平成25年の花火大会時の道路ネットワーク

アクセス道路は１本のみ

変更後の交差点では
渋滞もなくスムーズ

立石南交差点（平成28年）

井戸町交差点（平成26年）

名古屋方面からの
右折待ちにより
後続車を阻害

会場周辺の国道42号では、名古屋方面からの右折待ち車両が連続して滞留し、後続する直進車両の通行阻害が発生して
いました。

そこで、ツアーバスの駐車場への進入経路等、交通規制方法の見直しにより、交差点の交通集中が解消しました。

■ツアーバスの進入経路の変更により、交差点の交通集中を解消
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井戸小学校

立石南

矢田

■ツアーバス進入交差点の変更

平成26年経路
平成27年経路
平成28年経路

花火大会会場

井戸町

熊野市駅口

交通が集中し渋滞が悪化

■シャトルバス降車場所の変更により渋滞が緩和し、安全性が向上
熊野大花火大会ではマイカー駐車場と会場を結ぶシャトルバスを運行しています。
平成27年までの降車場所は、シャトルバスを降り、会場方面に向かう歩行者と駐車場に向かうマイカーの動線が錯綜し、国道

42号に至る県道の渋滞発生要因となっていました。平成28年は熊野市駅周辺に降車場所を変更することにより、県道の渋滞が
緩和するとともに、利用者の利便性・安全性が向上しました。

歩行者と車の
動線が錯綜

シャトルバス降車場所（平成28年）

熊野警察署前交差点（平成28年）

■シャトルバス降車場所の変更

シャトルバス降車場所（平成27年）

熊野警察署前交差点（平成27年）

バスが360度転回

県道の渋滞が緩和

歩行者と車の動線が
分離され安全性が向上

県道が混雑

駐車場へ向かう車の動線

平成27年までのシャトルバス動線

平成27年までの歩行者動線

平成28年のシャトルバス動線

平成28年の歩行者動線

花火大会会場

熊野警察署前

井戸町

熊野市駅

横断
歩道橋
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渋滞発生

歩行者と
車が錯綜 動線が分離

花火大会
会場

至 名古屋
熊野大泊

IC 国道42号でも渋滞

ﾄﾝﾈﾙ内での渋滞が予想

ｱｸｾｽ道路で渋滞
至 和歌山

H27降車場所

H28降車場所

国道42号で最大約26kmの渋滞が発生！

合流による
交通流が悪化！

熊野尾鷲道路

アクセス道路は
１本のみ

至 和歌山

至 和歌山


